
博 士 学 位 論 文

(課程修了による)

論文内容の要旨

及 び

論文審査結果の要旨

平 成 2 5 年 9 月 授 与

宮 崎 大 学 大 学 院

農 学 工 学 総 合 研 究 科



学位規則（昭和28年4月1日文部省令第9号）第8条の

規定に基づき、平成25年9月に博士の学位を授与した

論文内容の要旨及び論文審査結果の要旨を公表する。



学位記番号 学位の種類
（ふりがな）

氏　　名
本籍 専攻・教育コース

授与
年月日

博士論文名 主指導教員

博士（工学）農工総博甲第60号 宮崎県 H25.9.20椎
シイ

葉
バ

 大
ヒロヒデ

偉

宮崎大学大学院
農学工学総合研究科
(生物機能応用科学専

攻)

Trichoderma reesei由来セロビオヒドロラーゼ糖結合性モジュール
のドッキングシミュレーション研究

湯井敏文

吉野賢二
宮崎大学大学院

農学工学総合研究科
(物質・情報工学専攻)

農工総博甲第64号 博士（工学） 中島
ﾅｶｼﾞﾏ

 敏之
 ﾄｼﾕｷ

熊本県 H25.9.20
ひずみヘテロ接合を用いたSi系デバイスに電子線照射が及ぼす電気
的特性の劣化とその耐性向上に関する研究

貝掛　勝也
ｶｲｶｹ     ｶﾂﾔ

H25.9.20ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ
宮崎大学大学院

農学工学総合研究科
(資源環境科学専攻)

宮崎大学大学院
農学工学総合研究科
(生物機能応用科学専

攻)

廃棄物から合成したリン酸アルミニウムを用いた都市ごみ焼却飛灰
中の鉛の不溶化に関する研究

農工総博甲第61号

農工総博甲第62号 博士（工学）

H25.9.20
ブタ肝臓水解物の機能性に関する研究
(Studies on the Functionality of Porcine Liver Hydrolysate)

Study on Tsunami Disaster Mitigation by the Approach of
Local Wisdom in Indonesia
（インドネシアにおける地域知に基づいた津波減災に関する研究）

井上　尚典
ｲﾉｳｴ    ﾅｵﾉﾘ 

農工総博甲第63号

土手　裕
宮崎大学大学院

農学工学総合研究科
(資源環境科学専攻)

H25.9.20博士（工学）

博士（農学）

宮崎県

Fadly Usman
ﾌｧﾄﾞﾘｰ   ｳｽﾏﾝ 

千葉県

村上啓介

太田一良

森田哲夫農工総博甲第59号 博士（農学） 七
シチ

條
ジョウ

   宏
   ヒロキ

樹 香川県
新規実験動物トリトンハムスターの共生栄養に関する比較栄養学的
研究

H25.9.20
宮崎大学大学院

農学工学総合研究科
(資源環境科学専攻)



氏 名 七條 宏樹

本 籍 香川県

学位記番号 農工総博甲第５９号

学位の種類 博士（農学）

学位授与年月日 平成２５年９月２０日

学位授与の要件 学位規則第４条第１項該当

研究科 農学工学総合研究科

専 攻 資源環境科学専攻

教育コース 持続生産科学教育コース

学位論文題目 新規実験動物トリトンハムスターの共生栄養に関する

比較栄養学的研究

学位論文審査委員 主査 教授 森田哲夫

副査 教授 長谷川信美

副査 教授 芦澤幸二

副査 教授 川末紀功仁

副査 准教授 續木靖浩

主指導教官 教授 森田哲夫







氏 名 椎葉 大偉

本 籍 宮崎県

学位記番号 農工総博甲第６０号

学位の種類 博士（工学）

学位授与年月日 平成２５年９月２０日

学位授与の要件 学位規則第４条第１項該当

研究科 農学工学総合研究科

専 攻 生物機能応用科学専攻

教育コース 生命機能科学教育コース

学位論文題目 Trichoderma reesei 由来セロビオヒドロラーゼ糖結合性モジュー

ルのドッキングシミュレーション研究

学位論文審査委員 主査 准教授 湯井敏文

副査 教授 林 幸男

副査 教授 太田一良

副査 教授 保田昌秀

副査 准教授 大島達也

主指導教官 准教授 湯井敏文





別紙様式７ 
 
 
                                                                            平成２５年 ７月２４日 
 
 

論 文 審 査 結 果 の 要 旨 

 

 専 攻 

入学年度 

生物機能応用科学 専 攻 

 平成２２年度（ ４月）入学 
氏 名 椎葉 大偉 

 

  論 文 題 目 
Trichoderma reesei由来セロビオヒドロラーゼ糖結合性モジュールのドッキン

グシミュレーション研究 

 審査委員 職名及び氏名   主 査 
 
  副 査 
 
  副 査 
 
  副 査 
 
  副 査 

准教授    湯井 敏文 

教授      林 幸男 

教授      太田 一良 

教授      保田 昌秀 

准教授    大島 達也 

審 査 結 果 の 要 旨（８００字以内） 

平成25年7月24日午後5時より宮崎大学工学部B109教室で、上記5名の審査委員出席のもと、論

文審査会（公聴会）と最終試験を行った。その結果、論文は適正に整備され、内容も新規性・独

創性が高いことから、博士論文としてふさわしいと認められた。最終試験では、研究内容および

これに関連する事項について質疑応答を行ったところ、適切に対応できた。以上のことから、審

査委員会は全員一致で博士号の授与が適当であると認めた。 
本研究では、セルラーゼ加水分解機構解明の体系的理解を目的として、セロビオヒドロラーゼ

（CBH）糖結合性モジュール（CBM）が示す基質セルロース結晶面に対するドッキングシミュ

レーション研究を行った。対象として、糸状菌Trichoderma reesei由来CBH、Cel7A及びCel6A、の

CBMを選んだ。 
 電子顕微鏡観察等によって示されたCel7A CBMの疎水性セルロース結晶面に対する特異性及

び、繊維軸に対する方向特異性をドッキングシミュレーションによって再現した。さらに、セル

ロース結晶表面上にセロビオース間隔のCBM吸着点の存在を示した。CBMの方向特異性につい

ては、網羅的な解析によって再確認した。結晶面幅の異なる基質に対して吸着特性を評価した結

果、CBMはセルロース結晶疎水性面幅によらず吸着点を持つことが確認された。次に、Cel7A 
CBMの結合界面のアミノ酸に部位特異的変異を導入したCel7A CBM変異体の解析では、酵素学

的研究によって示された変異導入に伴う吸着能の変化を定性的に再現した。さらに、セルロース

結晶面と水素結合等を形成する基質認識アミノ酸を提示した。Cel6A CBMに対する同様な解析か

ら、Cel7A CBMと比較してCel6A CBMがより高い吸着能を持ち、Cel7A CBMと逆の方向特異性

を持つことが示され、いずれも、関連する実験結果と一致した。 
以上の研究成果から、CBH CBMの基質認識特性に関する実験結果を、ドッキングシミュレー

ションによって再現し、それをもとにCBM基質認識に対する分子レベルでの体系的理解へと展

開した。本研究で得られた知見が、今後の高機能新規セルラーゼ開発など広い分野の研究に寄与

することが期待される。 

 
  （注）論文題目が外国語の場合は日本語を併記すること。 



氏 名 貝掛 勝也

本 籍 宮崎県

学位記番号 農工総博甲第６１号

学位の種類 博士（工学）

学位授与年月日 平成２５年９月２０日

学位授与の要件 学位規則第４条第１項該当

研究科 農学工学総合研究科

専 攻 資源環境科学専攻

教育コース 環境共生科学教育コース

学位論文題目 廃棄物から合成したリン酸アルミニウムを用いた都市ごみ

焼却飛灰中の鉛の不溶化に関する研究

学位論文審査委員 主査 教授 土手 裕

副査 教授 亀井健史

副査 教授 馬場由成

副査 教授 細川吉晴

副査 教授 鈴木祥広

主指導教官 教授 土手 裕





別紙様式７	
 

 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 平成２５年	
 ７月１９日 

 

論	
 文	
 審	
 査	
 結	
 果	
 の	
 要	
 旨 

 

専 攻	
 

入学年度 

資源環境科学	
 専攻	
 

平成22年度（10月）入学 
氏	
 名	
 貝掛勝也	
 

	
 	
 論 文題目 
廃棄物から合成したリン酸アルミニウムを用いた	
 

都市ごみ焼却飛灰中の鉛の不溶化に関する研究	
 

	
 審査委員	
 職名及び氏名	
 	
 	
 主 査	
 

	
 
	
 	
 副 査	
 
	
 
	
 	
 副 査	
 
	
 
	
 	
 副 査	
 
	
 
	
 	
 副 査	
 

	
 
	
 教授	
 土手	
 裕	
 
	
 
	
 教授	
 亀井健史	
 
	
 
	
 教授	
 馬場由成	
 
	
 
	
 教授	
 細川吉晴	
 
	
 
	
 教授	
 鈴木祥広	
 

審	
 査	
 結	
 果	
 の	
 要	
 旨（８００字以内）	
 

 

都市ごみ焼却飛灰の埋立処分のための重金属不溶化剤として、鉛不溶化性能が高く、埋立処分後の長

期安定性を有する無機系重金属不溶化剤の開発が求められている。本研究では、新たな無機系重金属固

定剤としてリン酸アルミニウムに着目し、鶏ふん焼却灰からのリン溶出液あるいはリン酸廃液と廃アル

ミニウム液からの合成方法を検討した。また、得られたリン酸アルミニウムの鉛不溶化効果の評価なら

びに鉛不溶化のメカニズムの解明をおこなった。リン酸溶液と廃アルミニウム液を pH３で反応させる

ことでろ過性の良いリン酸アルミニウムを合成できること明らかにした。合成したリン酸アルミニウム

は飛灰に対して 15%程度添加することで鉛溶出濃度を埋立基準値以下に抑制できた。この添加率は従来

の無機系不溶化剤の添加率よりも低く、処分場の延命化に寄与するものである。また、この鉛溶出抑制

効果は、リン酸アルミニウム中のアルミニウムが溶解後に水酸化物錯体やフリーデル氏塩を形成し、溶

出液の pH を下げることと、溶解したリン酸による pH 低下およびリン酸鉛や鉛クロロアパタイトのよう

な難溶性の化合物の形成よることを示した。また、埋立層内は長期的には酸性化すると考えられている

が、リン酸アルミニウムによる不溶化処理により、pH が 4 まで低下しても処理物からの鉛溶出濃度は

埋立基準値以下に抑制できることを明らかにし、その不溶化にアパタイト系化合物が寄与していること

を示した。	
 

以上のように、本研究では廃棄物を原料として鉛不溶化剤であるリン酸アルミニウムを合成する手法

を開発し、鉛不溶化メカニズムを明らかにすると共に、本不溶化剤が最終処分場の延命化および環境安

全性の向上に大きく寄与することを示した。これらの知見は博士（工学）の学位として十分な価値があ

るものであり、また公聴会での発表および質疑応答も適切であった。従って、本審査委員会は論文審査

および最終試験に合格したと判定する。	
 

 

 
	
 	
 （注）論文題目が外国語の場合は日本語を併記すること。 



氏 名 Fadly Usman

本 籍 インドネシア

学位記番号 農工総博甲第６２号

学位の種類 博士（工学）

学位授与年月日 平成２５年９月２０日

学位授与の要件 学位規則第４条第１項該当

研究科 農学工学総合研究科

専 攻 資源環境科学専攻

教育コース 環境共生科学教育コース

学位論文題目 Study on Tsunami Disaster Mitigation by the

Approach of Local Wisdom in Indonesia

（インドネシアにおける地域知に基づいた津波減災に

関する研究）

学位論文審査委員 主査 准教授 村上啓介

副査 教授 原田隆典

副査 教授 出口近士

副査 教授 稲垣仁根

副査 教授 瀬崎満弘

主指導教官 准教授 村上啓介







別紙様式７ 
 
 
                                                                            平成２５年８月７日 
 
 

論 文 審 査 結 果 の 要 旨 

 

 専 攻 

入学年度 

資源環境科学  専攻 

平成22年度（10月）入学 
氏 名 Fadly Usman 

 

  論 文 題 目 
Study on Tsunami Disaster Mitigation by the Approach of Local Wisdom in Indonesia 

（インドネシアにおける地域知に基づいた津波減災に関する研究） 

 審査委員 職名及び氏名   主 査 
 
  副 査 
 
  副 査 
 
  副 査 
 
  副 査 

村上啓介 
 

原田隆典 
 

出口近士 
 

稲垣仁根 
 

瀬崎満弘 

審 査 結 果 の 要 旨（８００字以内） 

過去の津波災害の経緯から，インドネシアには地域独自の被害軽減策（地域知に基づ

く津波減災対策）が存在し，その中には発展途上国の防災戦略として技術的に評価され

るべきものがある．本論文は，インドネシアの地域知に基づく津波減災技術に着目し，

その有効性をパチタン市（ジャワ島）をフィールドに検討している． 

パチタン市は，インドネシア海溝に面した津波被害が危惧される都市の一つである．

本研究では，約8000家屋の構造形式の分類調査，街路ネットワーク調査，住民へのアン

ケート調査，防災担当者へのヒアリング調査を実施した．家屋の構造形式と街路情報は，

その他の地理情報と共にGISデータ化し，ネットワーク解析とマルチエージェントシステ

ムを用いて津波避難困難地域を特定するとともに津波避難の問題点を抽出している．さ

らに，アンケート調査結果に対してSWOT分析を適用し，街路ネットワークと公共避難施

設の充実がパチタン市の津波減災対策において重要であることを示した． 

津波減災対策では，避難を中心としたソフト的な対策に加え津波浸水域の被害軽減が

重要となる．本研究では，地域知に基づく被害軽減対策として，ジャワ島ランポン村に

見られる海浜地形の改変対策（人工的な窪地の形成）と，パチタン市における海岸植生

帯の展開に着目し，人工的な窪地の形成による残土を有効利用する土堤の構築も考慮に

入れ，それらの効果を数値シミュレーションにより評価した．その結果、対策背後地の

構造物に作用する津波流体力は，人工的な窪地の形成により最大で約86%，海岸植生帯に

より約42%，窪地と植生帯に土堤を適正に組み合わせることで約20%に低減できることを

示し，インドネシアの地域知に基づく津波減災技術の有効性を確認している． 

本論文の審査委員会は，論文の内容，公聴会での発表と質疑に対する応答が適切であると評

価し，学位論文の審査および最終審査に合格したものと判定した． 

 
  （注）論文題目が外国語の場合は日本語を併記すること。 



氏 名 井上 尚典

本 籍 千葉県

学位記番号 農工総博甲第６３号

学位の種類 博士（農学）

学位授与年月日 平成２５年９月２０日

学位授与の要件 学位規則第４条第１項該当

研究科 農学工学総合研究科

専 攻 生物機能応用科学専攻

教育コース 生命機能科学教育コース

学位論文題目 ブタ肝臓水解物の機能性に関する研究

(Studies on the Functionality of Porcine Liver

Hydrolysate)

学位論文審査委員 主査 教授 太田一良

副査 教授 芦澤幸二

副査 教授 林 幸男

副査 教授 窄野昌信

副査 准教授 河原 聡

副査 宮崎大学 六車三治男

名誉教授

主指導教官 教授 太田一良





別紙様式７ 
 
 
                                                                            平成２５年 ７月１０日 
 
 

論 文 審 査 結 果 の 要 旨 

 

 専 攻 

入学年度 

生物機能応用科学専攻 

 平成２２年度（１０月）入学 
氏 名 井上 尚典 

 

  論 文 題 目 
ブタ肝臓水解物の機能性に関する研究 

(Studies on the Functionality of Porcine Liver Hydrolysate) 

 審査委員 職名及び氏名   主 査 
 
  副 査 
 
  副 査 
 
  副 査 
 
  副 査 
 
  副 査 

 
 教 授  太田 一良 
 
 教 授  芦澤 幸二 
 

教 授  林 幸男 
 
教 授  窄野 昌信 
 
准教授  河原 聡 
 
名誉教授 六車 三治男 

審 査 結 果 の 要 旨（８００字以内） 

 本研究は、2種類のブタ肝臓水解物(LH-IおよびLH-II)の成分分析を行い、in vitroでの

抗酸化作用およびアンギオテンシン変換酵素(ACE)阻害作用および高血圧自然発症ラット

(SHRラット)を用いたLH-IおよびLH-IIの血圧に及ぼす影響について追究したものである。 

LH-IおよびLH-IIは、抗酸化活性およびACE阻害活性を有し、SHRラットにおいてLH-Iおよび

LH-IIは血圧低下作用を示した。次にメタボリックシンドロームモデルラット（SHR/NDmcr

-cpラット）を用いて、肝臓水解物投与の血糖に及ぼす影響について検討した。SHR/NDmcr

-cpラットに肝臓水解物5%混餌飼料を12週間与え、空腹時血糖およびHbA1cを3週間毎に測定

した。また、12週間の肝臓水解物給餌後、経口糖負荷試験を行い、血漿中アンギオテンシ

ンII(AngII)濃度を測定した。その結果、経口糖負荷試験において、肝臓水解物投与はD-

グルコース投与による血糖上昇を有意に抑制した。肝臓水解物は空腹時血糖値に対しては

ほとんど影響を及ぼさなかったが、HbA1c値の上昇を抑制させる傾向が認められた。血漿中

AngII濃度はコントロール群に比べ有意に低値を示した。 

 本研究で明らかにされたブタ肝臓水解物の機能性は、生活習慣病の予防、改善に寄与す

るものと考えられる。 

以上の論文内容について平成２５年７月１０日午後３時００分から宮崎大学農学部ﾌﾛﾝﾃ

ｨｱ科学実験総合ｾﾝﾀｰ（遺伝資源分野）セミナー室で、上記６名の審査委員の出席のもと、

博士学位論文公聴会と最終試験を行った。その結果、論文も適正に記述され、内容も新規

性・独創性も高いことから、博士論文として相応しいと認められた。最終試験では、研究

内容およびこれに関連する事項について諮問を行った。その結果、審査委員は全員一致で

博士（農学）の学位を与えるに足る資格をもつものと判定した。 

 
  （注）論文題目が外国語の場合は日本語を併記すること。 
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審 査 結 果 の 要 旨（８００字以内） 

 
本論文では、ひずみヘテロ接合で正孔移動度向上が見込まれている Si0.8Ge0.2 Source/Drain (S/D) 

p-MOSFET に電子線を照射し、移動度向上効果が保持されるか評価した。照射前の Si0.8Ge0.2 S/D 
p-MOSFETはSi-MOSFETと比較して1.2倍の正孔移動度を示し、電子線照射量 2 x 1017 cm-2 までこ

の移動度向上効果は保持された。しかし、5 x 1017 cm-2の照射後には正孔移動度はSi-MOSFETと同等

（1.0倍）にまで減少し、Si0.8Ge0.2 S/D p-MOSFETが持つ優位性が消失することを突きとめた。電子線照

射によるSi0.8Ge0.2 S/D p-MOSFETの優位性消失は、Siチャネルに印加されている応力が減少すること

に起因すると考え、Raman 分光法を用いて応力変化に対応して生じるひずみの変化を考察した。照射

量の増加に伴いそれぞれの構造体でひずみが緩和する傾向が観察され、応力の減少を示唆する結果

が得られた。このことから、電子線照射が Si チャネルに印加されている応力の減少を起こすことを突きと

め、優位性消失の要因を明らかにした。 
更に、電子線照射によるひずみの緩和を抑制し、高移動度の優位性を保持する方法について検討し、

SiGe S/D p-MOSFET の Ge 濃度を上げる事で照射前と同じ移動度向上効果が保持される結果が得ら

れた。一方でゲート長を縮小すると、向上効果が保持できず大きな移動度の劣化が生じることが明らかに

なった。Ge 濃度の増加とゲート長の縮小は共に Si チャネルへの応力を増加するが、結果が相反してお

り、Siチャネルの応力増強が移動度向上効果の保持に寄与しないことを突きとめた。 
これらの結果よりひずみヘテロ接合を用いた高移動度p-MOSFETが電子線を照射されても従来構造

のSi-MOSFETと比較して移動度の優位性を保つことを実験的に明らかにした。 
 

本審査委員会は，以上の論文内容ならびに平成25年7月8日に開催された公聴会での発表内容お

よび質疑に対する応答を総合的に判断して，本論文が宮崎大学農学工学総合研究科博士論文として

適格であり，最終試験に合格したものと判定した。 

 
  （注）論文題目が外国語の場合は日本語を併記すること。 
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